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日

9 時 0 分から 16 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

避難訓練、保護者会、祭り、運動会等

家族支援

・児童の発達に関する相談、助言等　・支援に関する相談、助言等　・家庭生
活での相談、助言等　・兄弟姉妹に関する相談、助言等　・制度に関する相
談、助言等

移行支援

・将来の進路に向けて保護者との話し合いの基、関係機関と連携
①情報共有

地域支援・地域連携

・学校との連携　・保護者会等の行事　・地域イベントへの参加　・他施設と
の連携 職員の質の向上

・特性に関する研修（事業所内外）　・虐待防止（身体拘束）や感染症等
に関する研修（事業所内外）　・オンラインによる支援上必要な研修

支　援　内　容

本
人
支
援

・日々のバイタルサインや表情、全身状態の観察などにより、様子を把握し共有　・身体の変形や拘縮を予防　・心身ともにリラックスできる環境つくり
①入浴
②理学療法（立位・歩行・座位保持・マッサージ等のリハビリ）

・身体への意識を育む
①自発的な動きを大切にする
②感覚遊び等
③散歩

・様々な体験を通して身体機能、感覚機能、認知機能の発達向上
①本人の意思を確認し行動に移す

・人とのやりとりや遊びを通して他者への意識を高める
①発語や全身表現、表情の変化などによる個人の意思と選択を尊重する
②他児との交流のなかで「友達」を意識する
③興味の幅を広げる

・スタッフや仲間との信頼関係を構築する
①スタッフと沢山ふれあいながらやりとりする
②声掛け

法人（事業所）理念 将来の子供たちの環境を、今より少しでも様々な可能性が広げられるような希望のもてる世の中にするために、今できることを努力します。

支援方針

重症心身障害児であるお子様を対象とし、日常生活・摂食について支援を行います。また、健康の増進、他者との関わり、発達に応じた感触遊び等を取り入れ、周囲への関心を広げるよ
うに取り組みます。
お子様が安全で楽しく日常が送れるように、看護師・理学療法士・重症心身障害児支援の経験のある指導員を置き、主治医・嘱託医・協力医等、医療機関との連携を図って参ります。

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 メリ＆アミ（アミ） 支援プログラム（参考様式） 作成日


